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１．研究計画の概要 

本研究は，企業の競争優位の獲得を，もの
づくり能力という観点から検討することを
目的としている。特に，日本経済において大
きな役割を果たす中小企業を研究の対象と
しているところに本研究の特徴がある。 
 ものづくり能力の検討にあたっては，技術
面だけでなく，他の角度からも幅広く検討す
ることとする。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究においては，以下のような進捗状況
にある。 
(1) 技術面に関しては，中小企業が自社の技

術力を向上させるだけでなく，さらにそ
れを競争優位に結びつけるためには何を
なすべきかに焦点をあてて分析を進めて
いる。具体的には人材育成や組織構造・
組織プロセスのあり方を探っている。そ
の際に,中小企業の経営資源が稀少であ
り,人員的・時間的余裕も少ないこと,急激
な事業転換が困難であるという点を考慮
し,既存技術を十分に活用しつつ，しかも
日常的に取り組める手法を探るように留
意した。 

(2) 技術面に加えて，マーケティングにかか
わる側面についても分析を行っている。
特に中小企業が，ビジネスプロセス全体
で，顧客に価値を提供することをいかに
意識するかを中心に探っている。 

(3) 競争優位に関連して，地域との関係構築
という要素を取り入れて検討している。
商圏が全国・世界に広がっている場合や，
生産財を扱っている場合には，地域との
関係構築をことさら意識していない場合

も多い。しかしながら，中小企業におい
て，立地する地域の持つ意義を再確認し
たり，地域と新たな関係を構築すること
で,経営戦略の構築など,ものづくり能力
の向上にポジティブな影響がもたらされ
ることが明らかになった。 

(4) 中小製造業においてあまり触れられるこ
とのなかった環境経営という視点をとり
いれ，それが競争優位にどのような影響
をあたえうるのかについても分析を進め
ている。 

以上の研究を進めるにあたっては，関連する
研究分野の文献等についてのレビューを行
うと同時に，視察や調査などで実態を把握す
るように工夫した。研究で取り扱う事例につ
いても，業種・業態の対象を広げ，より普遍
的に検討できるように留意した。得られた研
究成果については，書籍や論文の執筆を行っ
たり，学会報告を行ったりというかたちで，
研究成果を発表することにもつとめた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
中小企業における競争優位獲得と，ものづ

くり能力に関して，ある程度幅広い角度から
検討できているのではないかと考えている。
また書籍や論文執筆，学会報告というかたち
で，研究成果を発表することにもつとめたた
め，上記のように判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 前年度に引き続き，ものづくり能力を強化
するための方法，およびそれが競争優位にど
のように貢献するのかを探っていく。本年度
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は，技術面についての考察を深めるとともに，
中小企業のものづくりにおける顧客への価
値提供のあり方，および環境経営によっても
たらされる効果といった点について，さらに
検討を重ねていくこととする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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